
４

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
試
験
を

免
除
す
る
。

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

事
項

一

第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
合
格
者

前
項
第
三
号
に

掲
げ
る
も
の

二

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
院
の
専
門
職
学
位
課

程
そ
の
他
の
課
程
で
あ
っ
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
第
二
項
の
専
門
的
知
識
及
び
経
験

を
修
得
さ
せ
る
た
め
に
適
当
と
認
め
る
も
の
（
以
下
「
認
定
課
程
」
と
い
う
。）を
修
了
し

た
者
（
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
科
目
の
単
位
を
修
得
し

た
者
に
限
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
、
当
該
認
定
課
程
を
修
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五

年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。）

前
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
も
の
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五

想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
運
搬
し
、
又
は
他

の
設
備
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
工
場
等
内
の
道
路
及
び
通
路
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

六

共
通
要
因
に
よ
っ
て
、
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
の
安
全
機
能
又
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設

備
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
と
同
時
に
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
材
料
及
び
構
造
）

第
三
十
条

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
容
器
及
び
管
並
び
に
こ
れ
ら
を
支
持
す
る
構
造
物
の
う
ち
、
加
工
施
設

の
安
全
性
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
容
器
等
」
と
い
う
。）の
材
料
及
び
構
造
は
、

当
該
容
器
等
の
設
計
上
要
求
さ
れ
る
強
度
及
び
耐
食
性
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
容
器
及
び
管
の
う
ち
、加
工
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
も
の
は
、

適
切
な
耐
圧
試
験
又
は
漏
え
い
試
験
を
行
っ
た
と
き
、
こ
れ
に
耐
え
、
か
つ
、
著
し
い
漏
え
い
が
な
い
よ
う
に
設
置

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
）

第
三
十
一
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
加
工
規
則
第
二
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
重
大
事
故

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

未
臨
界
に
移
行
し
、
及
び
未
臨
界
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

二

臨
界
事
故
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

（
閉
じ
込
め
る
機
能
の
喪
失
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
）

第
三
十
二
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
加
工
規
則
第
二
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
重
大
事
故

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

核
燃
料
物
質
等
の
飛
散
又
は
漏
え
い
を
防
止
し
、
飛
散
又
は
漏
え
い
し
た
核
燃
料
物
質
等
を
回
収
す
る
た
め
に

必
要
な
設
備

二

核
燃
料
物
質
等
を
閉
じ
込
め
る
機
能
を
回
復
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

（
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
）

第
三
十
三
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
工
場
等
外
へ
の

放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
）

第
三
十
四
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水

を
有
す
る
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
源
設
備
）

第
三
十
五
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
外
部
電
源
系
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
、
第
二
十

三
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
非
常
用
電
源
設
備
か
ら
の
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
重
大
事
故
等
に
対

処
す
る
た
め
に
必
要
な
電
力
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
視
測
定
設
備
）

第
三
十
六
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
工
場
等
及
び
そ
の
周

辺
（
工
場
等
の
周
辺
海
域
を
含
む
。）に
お
い
て
、
当
該
加
工
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量

を
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
工
場
等
に
お
い
て
、
風
向
、
風

速
そ
の
他
の
気
象
条
件
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
緊
急
時
対
策
所
）

第
三
十
七
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
重
大
事

故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
が
設
け

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
が
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

二

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
の
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た

め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

２

緊
急
時
対
策
所
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
の
要
員
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
）

第
三
十
八
条

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
加
工
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
加
工
施

設
の
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
試
験
及
び
合
格
者
の
公
告
）

第
二
条

試
験
の
日
時
、
場
所
そ
の
他
試
験
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
及
び
試
験
の
合
格
者
の
氏
名
は
、
官
報
で
公

告
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
十
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十

二
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
核
燃
料
取
扱
主
任
者
試
験
の
実
施
細
目
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
一

核
燃
料
取
扱
主
任
者
試
験
の
実
施
細
目
等
に
関
す
る
規
則

（
試
験
の
方
法
等
）

第
一
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
の

三
第
一
項
第
一
号
の
核
燃
料
取
扱
主
任
者
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。）は
、
筆
記
試
験
と
す
る
。

２

試
験
は
、
核
燃
料
取
扱
主
任
者
の
職
務
を
行
な
う
に
必
要
な
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

３

試
験
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
な
う
。

一

核
燃
料
物
質
の
化
学
的
性
質
及
び
物
理
的
性
質

二

核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
す
る
技
術

三

放
射
線
の
測
定
及
び
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
技
術

四

核
燃
料
物
質
に
関
す
る
法
令
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